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Paleontological Research掲載論文の解説

岐阜県可児盆地の下部中新統平牧層から産出した
Limnobiophyllum expansum（ウキクサ亜科，サトイ
モ科）

西野萌・山田敏弘（大阪市立大学理学部附属植物園）
� 23巻3号186‒191頁，2019年7月発行．
Limnobiophyllum expansumはサトイモ科の水生被子植

物で，もともとボヘミアの前期中新世から報告されまし
た．その後，ヨーロッパの中新世の地層から数例の報告
がありましたが，その他の地域からは発見されていませ
んでした．また，Limnobiophyllum属自体も，アジアから
発見されていません．私たちは本種を，岐阜県可児盆地
に分布する下部中新統瑞浪層群平牧層（約1840‒1700万
年前）で発見し，この論文で報告しました．

平牧層は，放棄河道（三日月湖）を含む河川性の堆積
物で，サンショウモやハスのような水生植物化石を現地
性の状態で産出します．ここで報告した標本も同様に，
現地性の産状で，根系とシュート系が連結した状態で発
見されました．

Limnobiophyllum属には，後期白亜紀から暁新世にかけ
てのヨーロッパと北米に分布したL. sctatumと，中新世
のL. expansumの2種が知られています．平牧層産の標本
は，1）大きさの著しく異なる二枚の円形の葉が対生しロ
ゼットを形成する，2）葉の頂部が凹む，3）10‒20本の
一次脈からなる弧状脈系を持ち，一次脈と二次脈で網目
が形成する，4）匍匐茎の中心部を走る明瞭な脈を持つ，
という特徴によって，L. expansumと同定されます（図
1）．

一般に，水生植物は陸生の近縁分類群に比べて広い分

布域を持ちます．この傾向は，水生植物は有性繁殖体（種
子や胞子）と無性繁殖体（切れ藻からのクローン繁殖や
殖芽）の両方によって効率良く分布域を拡大できること
と，水生環境は陸生環境に比べて一様であることとに起
因すると考えられています．また，水生植物の生物学的
特性に加え，前期中新世の日本列島は，ユーラシア大陸
から完全に分断していませんでした．そのため，前期中
新世においては，ヨーロッパと日本の水生植物相に類似
性があると考えるのが自然です．私たちの発見は，この

「ごく当たり前の古植物地理」を初めて実証した点で，逆
に驚きでした．日本の水生植物の古植物地理に関しては，
研究例がほとんどありません．しかし今後の研究で，中
新世の水生植物相におけるヨーロッパと日本との密接な
関係がさらに実証されることでしょう．

� 西野　萌

南部北上帯奥火の土の有住層から産出した前期石炭紀腕
足類，レビトゥシア・フメローサとグランディスピリ
ファー・ミルケンシス

田沢純一（新潟市）・栗田裕司（新潟大学）
� 23巻3号192‒198頁，2019年7月発行
1981年の春，私（田沢）は卒論研究で山（フィールド）

にはいっている栗田君の宿をたずねていきました．調査
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という集落の周辺で
す．奥火の土は南部北上山地の下部石炭系の研究におい
ては重要な場所で，当時日
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層が分布するといわれていた場所です．2日間
ほど巡検をした後，とにかく沢を一本ずつ丁寧に調査し，
化石を採集してくるようにと指示して，帰りました．年
末近くに栗田君は私の研究室にかなり大量（運搬箱に3
箱程度）の化石をもってきました．しかし，化石の保存
状態がよくないことと私の知識や文献が不足していたこ
とで，ほとんど満足な鑑定はできませんでした．あれか
ら約40年がたちました．いま改めて化石を見直すと，し
だいにおもしろいことがわかってきました．

この研究で，奥火の土の有
あり
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層中部から産出する2属2
種の腕足類を同定，記載しました．レビトゥシア・フメ
ローサ（Levitusia humerosa）とグランディスピリファー・
ミルケンシス（Grandispirifer mylkensis）です（図2）．レ
ビトゥシア・フメローサはイギリス，ベルギー，ドイツ，
ロシア西部（ドネツ盆地），ロシア中央部（ウラル山脈），
ウズベキスタン，キルギスタンのビゼーアン下部（lower�
Visean）から報告されています．また，グランディスピ
リファー・ミルケンシスは中国西北部（新
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）の
トルネーシアン上部（upper�Tournaisian）〜ビゼーアン
下部（lower�Visean）から報告されています．このこと
から，奥火の土から産出する腕足類フォーナの時代が前
期石炭紀（ビゼーアン前期）であり，有住層中部が下部

化石友の会コーナー

図1．平牧層から産出したLimnobiophyllum expansum．
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石炭系（ビゼーアン下部）に対比されることがわかりま
した．また古生物地理学的には，奥火の土フォーナが中
央アジアから中国西北部にかけてのフォーナと近縁であ
ることがわかりました．おそらくビゼーアン前期に南部
北上地域を含む日本の主要部は北半球中緯度にあった北
中国（中朝）地塊付近に存在したと推定されます．

� 田沢純一

和歌山県の敷屋累層（中期中新世）からみつかった大型
ヒゲクジラ化石について

田中嘉寛（大阪市立自然史博物館）・小原正顕（和歌山
県立自然博物館）・木村敏之（群馬県立自然史博物館）
� 23巻3号199‒207頁，2019年7月発行．
和歌山県串本町からみつかったヒゲクジラ（ケオミス

ティケタス類）の頭部の化石を報告しました（図3）．産

出層は熊野層群敷屋累層で，およそ1600万年前（新生代
新第三紀中期中新世）の化石です．ケオミスティケタス
類は歯が著しく小さく退化した，もしくは消失したヒゲ
クジラの総称で，現生の全てのヒゲクジラのほか，一部
の原始的なヒゲクジラが含まれます．前期〜中期中新世

（約2300万年〜1200万年前）には，その中の「イサナケ
タスなどを含むグループ」が繁栄し，国内でも各地から
多くの化石が発見・報告されています．当該標本は，同
グループに含まれるペロケタス（Pelocetus）及びディオ
ロケタス（Diorocetus）に似た特徴として，幅広い前上顎
骨などを持つことからケオミスティケタス類に含まれる

「イサナケタスなどを含むグループ」の一種である可能性
があります．漸新世から中期中新世のヒゲクジラは最大
でも体長10メートル程度で，現代のヒゲクジラと比べる
とずっと小さかったことが知られています．また，その
ヒゲクジラのそれぞれの系統で，巨大化が独立して何度
もおこったことも知られています．当該標本の推定され
る全長は約7メートルで，当時のヒゲクジラとしては大
型クラスです．今回報告した和歌山県串本町で発見され
た化石は，日本を含む北西太平洋域においても，この時
代にはヒゲクジラの一部が大型化していたことを示す貴
重な標本の一つと言えます．

� 田中嘉寛・小原正顕・木村敏之

能動的か受動的か？平板形放散虫Dictyocoryneを用い
た浮遊性能解析

一戸　凌（東京大学）・椎野勇太・栗原敏之（新潟大
学）・岸本直子（摂南大学）
� 23巻4号236‒244頁，2019年10月発行．
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は，現在の海洋にも広く生息しているプランク
トンで，わずか0.1�mmほどの小さな化石として見つかり
ます．しかし，化石になるほど頑丈で重い殻を持つ放散
虫がどのように浮遊しているのか，といった生き物とし
ての基本的な仕組みすらよく分かっていません．先行研
究では，放散虫は体表から放射状に伸びる大量の細胞質

（仮
か

足
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）によって体積を増加させるとともに，低密度な
物質を細胞の内部に生成し，海水に対する生物体の密度
を下げることで浮上すると考えられてきました．しかし，
ある種の放散虫を除けば，浮上するほどの低密度な物質
は特定されていません．一方，仮足を伸ばしたときに生
じる表面積の増加を利用し，水中でわずかに生じる流れ
から抗力を受けることによって浮上する，受け身の浮遊
戦略も想定されます．そこで本論文では，平板形の殻を
持つD

デ ィ ク チ オ コ リ ン

ictyocoryne属の現生放散虫を用いて水槽実験を行
い，2つの仮説を検証することを目的としました（図4）．

放散虫の挙動を水平方向から観察した結果，流れのな
い水槽中では，仮足の伸長に関わらず水中へ浮上しませ
んでした．毎秒数ミクロンの流れが水槽中で発生する

図2．奥火の土の有住層中部産腕足類．A：Levitusia humerosa
（Sowerby），B,�C：Grandispirifer mylkensis Yang．

図3．和歌山県東牟婁郡串本町からみつかったヒゲクジラの頭部の
化石．
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と，仮足を伸ばしたDictyocoryneは水流で動かされ，水
槽中の対流に運ばれるかたちで浮上しました．このとき，
Dictyocoryneが持つ太くて長い特徴的な仮足は，常に下流
側へ向いていました．

これらの結果は，放散虫の浮遊が生物体の低密度化に
よるものではなく，むしろ仮足が水の流れから抗力を受
けることではじめて浮遊できることを意味しています．
太くて長い特徴的な仮足が常に下流側を向く結果は，風
見鶏やバドミントンのシャトルのように，抵抗を受けや
すい構造が常に下流側となるメカニズムで説明できます．

Dictyocoryne属の放散虫は，体内に藻類等を共生させて
います．Dictyocoryneの持つ平板形の殻が，まるでソー
ラーパネルのように機能し，藻類の光合成を効率的にす
るよう姿勢を制御していたのかもしれません．いくつか
の化石種にも太くて長い仮足の痕跡が残されており，共
生生物との関係に有益な影響をもたらすような姿勢制御
機能の進化が記録されているのかもしれません．

化石放散虫の生態やその進化多様性は，わからないこ
とばかりです．解決の糸口は，本研究のような現生放散
虫の知見を蓄積してゆく先にあるのかもしれません．

� 一戸　凌

南中国地塊北縁のペルム系グアダルピアン統孤峰層：岩
相層序・放散虫生層序・地球化学的特徴の総説

伊藤　剛・髙橋幸士（産業技術総合研究所）・松岡　篤
（新潟大学）・馮　慶来（中国地質大学武漢）
� 23巻4号261‒280頁，2019年10月発行．
南中国地塊の北縁には，ペルム系グアダルピアン統弧

峰（Gufeng）層が分布しています．弧峰層は珪質岩と泥
質岩により特徴づけられ（図5），放散虫を始め様々な化
石の産出が報告されています．孤峰層は，古生物学的あ
るいは堆積学的など様々な観点からの重要性が指摘され

ています．その一方で，地域によって岩相などが異なる
ため，その分布や定義でさえも議論がある状態でした．
本論文では，孤峰層の岩相層序，放散虫生層序，地球化
学的特徴を中心に総括を行いました．ここでは先行研究
に対して新たな議論を加えた部分を中心に述べます．

下部揚子地域の孤峰層は，層序的下位より，ノジュー
ルを含む泥質岩，チャート，泥質岩といった岩相層序を
示します．これに対し，中部揚子地域の孤峰層の岩相層
序は，下位よりチャート，炭酸塩岩を伴う泥質岩，泥質
岩と重なります．一方，これまで孤峰層とされてきた南
中国地塊の南縁に露出する地層については，砕屑岩に富
む点や著しく厚い層厚を持つ点などから，北縁の孤峰層
とは明瞭に異なる岩相層序が特徴です．このことから，
南中国地塊南縁のこれまで孤峰層と呼ばれてきた地層に
ついては別の名称と定義を与えることを提案しました．

弧峰層のチャートに含まれる炭質物について，先行研
究では陸源性あるいは再堆積性であると考えられていま
した．しかし，その後の研究成果を踏まえた結果，孤峰
層に含まれる炭質物の熟成度は十分に進行しており，掲
示された情報のみでその起源を陸源性や再堆積性と結論
付けるのは困難であることが明らかになりました．炭質
物の起源の推定については，さらなる議論が必要です．

弧峰層は，古生物学や堆積学をはじめとした様々な観
点からの重要性に加え，石油に富む地層としても知られ
ています．近年では，シェールガスの根源岩・貯留岩と
しても注目されています．本研究の結果は，古典的な研
究から最近の研究まで，孤峰層を検討していく上で重要
な基礎データになると期待されます．

� 伊藤　剛

殻

仮足

太く長い仮足 0.1mm

図5．中国安徽省巣湖の劉黄（Liuhuang）セクションの孤峰層．石
油を含む黒色の珪質岩層が卓越する．白矢印は，特に厚い黒色珪
質岩層を指す．

図4．仮足を伸ばしているDictyocoryne属放散虫．
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南中国広西のペルム系ローピンジアン統から産出した放
散虫の新属Ganjiangmoyea

伊藤　剛（産業技術総合研究所）・張　磊・馮　慶来・
何　衛紅（中国地質大学武漢）
� 23巻4号281‒290頁，2019年10月発行．
南中国広西荘族自治区の小董地域のペルム系ローピン

ジアン統から，放散虫のGanjiangmoyea属を新たに発見・
記載しました．この新属は，central�testから放射状に多く
の剣状の棘を持つことにより特徴づけられます（図6A）．
また，剣状の棘は，しばしばcentral�testから分離しても
産します（図6B）．この剣のような棘の形状から，中国
の歴史書『呉越春秋』に出てくる名剣干

かん

将
しょう

莫
ばく

邪
や

（中国語
のピンイン表記はGān�Jiàng�Mò�Yé）に因んで属名が命
名されています．

球 状 の central�test に 棘 を 伴 う と い う 特 徴 か ら ，
Ganjiangmoyea属はOertlispongidae科に属すると考え
られます．一方で，これまでにペルム紀で知られる
Oertlispongidae科の放散虫は分離しやすい棘は持ってお
らず，このような特徴をもつOertlispongidae科の放散虫
は中期三畳紀に多産します．従ってGanjiangmoyea属は，
これまで知られていたペルム紀のOertlispongidae科とは
異なる系統に属する可能性があります．

いわゆる中生代型の放散虫の多くはペルム紀末の大量
絶滅後の三畳紀に現れますが，一部の分類群は絶滅前の
古生代ペルム紀に既に出現していたことが知られていま
す．今回の研究は，中生代型放散虫が現れるタイミング
などを考える上で重要なデータになると考えられます．

� 伊藤　剛

中国東北部黒竜江省東部のナダンハダテレーンからの
ジュラ紀中世および新世放散虫化石の産出

李　罡（南京地質古生物研究所）・松岡　篤（新潟大
学）・楊　群・沙　金庚（南京地質古生物研究所）
� 23巻4号291‒313，2019年10月発行．
中国東北部黒竜江省のナダンハダテレーンは，ジュラ

紀付加体とそれを覆う地層から構成されています．ダー
ジアシャン地域のダリンチャオ層から採取された4個の
黒色粘土岩からは，2つの放散虫化石群集が認められまし
た．1個の岩石試料からはStriatojaponocapsa synconexa–
“Tricolocapsa” tetragona群集が産出し，Striatojaponocapsa 
plicarum帯最上部からStriatojaponocapsa conexa帯の下部

（ジュラ紀中世バトニアン中期）にみられる放散虫化石
を含みます（図7）．その他の3個の岩石試料からは，オ
クスフォーディアン後期からチトニアン前期（ジュラ紀
新世）の年代を示す放散虫化石が産出しました．ジュラ
紀新世の放散虫化石が発見されたことは，ラオヘ付加体
がジュラ紀新世の期間に形成されたことを示しています．
その上位に重なり，チトニアン後期からバランギニアン
前期の二枚貝ブッキア動物群を含むドンガンゼン層は，
ラオヘ付加体を覆う地層の中では，最も古い堆積層であ
るといっていいでしょう．その後ナダンハダテレーンは，
二枚貝オーセリナ動物群を含むダージアシャン層群の堆
積の場となります．このことは，ナダンハダテレーンと
ブッキア動物群を産出しない丹波−美濃−足尾テレーン
とが古地理学的に異なる位置づけにあったことを示して
います．

� 松岡　篤

図7．ナダンハダテレーンから産出したジュラ紀中世の放散虫
化石．1a,�1b：ストリアトジャポノカプサ・シンコネクサ

（Striatojaponocapsa synconexa），2a,�2b：“トリコロカプサ”・テ
トラゴナ（“Tricolocapsa” tetragona）．

図6．新属新種であるGanjiangmoyea conica Ito,�Zhang�and�Fengの
殻と棘の部位に関する用語．A：殻全体の電子顕微鏡写真．B：
棘の透過光写真．
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化石友の会の問い合わせ先
日本古生物学会事務局
〒113―0033 東京都文京区本郷7―2―2 本郷MTビル4階
電話：03―3814―5490　FAX：03―3814―6216
E-mail：psj-office@world.ocn.ne.jp
古生物学会URL：http://www.palaeo-soc-japan.jp/
化石友の会URL：�

http://www.palaeo-soc-japan.jp/friends/index.html



化石107号 記　事

−�46�−

本書を読みながら，昔，手に入れたホラアナグマの化石を
ふと思い出した．本棚に飾ってあったマイコレクションを取
り出して，化石を片手に本を読むという贅沢な時間を過ごす．
さて，この化石，奥歯（第三大臼歯）はそれほどすり減って
いないものの，骨が溶け出し歯根がむき出し状態である．こ
の個体は老齢ではないものの，歯周病を患っていたことが明
らかだ．人間も患う病気にかかっていたことを思い巡らせる
と，「絶滅していなくなってしまった動物」が活発に行動して
いた時を想像したくなった．この個体はオスだったのであろ
うか，それともメスだったのだろうか？寿命は何年齢ぐらい
だろうか？どのように暮らしていたのだろうか？なぜ絶滅し
てしまったのだろうか？人と関わりはあったのだろうか？本
書はそんな疑問と共に読むと良い．

フィンランドの古生物学者である著者のビョーン・クルテ
ン博士は生涯にわたってホラアナグマを研究しており，本書
では，ホラアナグマが生息していた環境，共棲していた動物，
形態から推定される古生態（性的二型，生存率，病気，出生
率，洞窟の利用方法），発掘時の人為的なバイアスなど多岐に
わたるテーマについて，古い時代から新しい時代に向かって時
系列順に，端的かつ詳細にまとめられている．あるホラアナ
グマの一生を物語調に紹介しているのではない．例えば，氷
期と間氷期ではホラアナグマの個体の大きさが異なり，ベル
クマンの法則と整合的であるという．2000�m級の高い標高に
ある洞窟は間氷期に利用されていたようで比較的小柄なホラ
アナグマが知られている一方，大型のホラアナグマはその多
くが最終氷期のものだという．一人の著名な古生物学者がど
のような考えを持ちながら科学的に証明できる手法によって
ホラアナグマを復元しようとしたのか，古生物学者を目指す
学生や若手研究者ならばそんな視点の「物語」も面白いだろ
う．洞窟から大量の化石が見つかることから，ホラアナグマ
は脊椎動物化石では珍しく，1集団の中で統計的なアプローチ
が可能である．これにより，かつては小型化した別種のホラ
アナグマと考えられていた個体も実は同種のメスであったこ
とが示されているし，個体の生存率は第三大臼歯が狭く長い
ほうが高く，結果として種として方向性選択が働いていたこ
とが明らかになっているという．著者は統計学的なアプロー
チが可能な化石ということでホラアナグマを研究対象として
いたようだが，それと同時に自身の名前（ビョーン，フィン
ランド語でクマ）と同じであるホラアナグマをこよなく愛し
ていたことがよく伝わってくる．

さて，この物語はここでは終わらない．訳者の一人である
河村善也氏は日本列島および東アジアの第四紀哺乳類化石の
研究で著名な学者で，若き日に本書に出会い翻訳を思い立っ
たようである．それから30数年の時が経ち，もう一人の訳者
である河村愛氏が第四紀哺乳類化石の研究を志すことで本格
的に翻訳がスタートしたという．3名の古生物学者が言語と
時を超えてつむいだ本書（物語）は，原著者と訳者のまえが

きから読み始めると一層に面白い．本を読み終え，私の手の
上に乗ったこの化石がさらに愛おしく思えた．

� 木村由莉

華麗な芸を披露するイルカやシャチ，驚くほど巨大になるヒ
ゲクジラやマッコウクジラなど，鯨類は昔から人々に親しみ
と関心を持たれている動物である．本書は，書名である鯨類
の骨学についてはもちろんのこと，進化・エコーロケーショ
ンに必要な発声の解剖学的な仕組み・骨格標本の作製法・骨
学的な測定法・水族館などで用いられる画像検査（X線，CT，
内視鏡など）についても，かなりのページ数を割いて丁寧に
解説している好書である．評者は化石爬虫類の専門家であり，
骨学の基礎として人体骨学を学んだ後は，恥ずかしながら哺
乳類の骨学を体系立てて学ぶことがなかった．必要に迫られ
ると古い教科書や適当に見つけてきた論文や骨格標本を眺め
る程度であったが，今回この本を読む機会に恵まれたことで，
陸生の祖先から極度に水生適応した動物の骨格に示された進
化の妙に改めて感じ入ったと同時に，これから鯨類の研究に
取り組む者の頼もしい味方になる一冊が現れたと感じた．

A4版・2色刷りである本書を評者が手にして，まずパラパ
ラとめくってみて最初に驚かされたのが，画像とイラストの
質の高さと豊富さであった．脊椎動物の骨格は多くの骨が複
雑に組み合わさって構成されているため，二次元の紙の上で
三次元の形状や骨と骨の位置関係を説明したり理解したりす
ることは往々にして困難を極める．特に頭の骨は，少し視線
の角度を変えるだけで見える部位と見えない部位が変わった
り，写真で立体感を出すための光線によって生じた陰に入る
部分が生じたり，骨と骨との境界である縫合線が成長によっ
て癒合して見えにくくなるなど，1枚の画像や図では到底説
明しきれないことがままある．古脊椎動物学を学んでいれば，
1つの分類群の骨学について徹底的に学んだあとでも，異な
る分類群では骨の名前や形や位置が違っているために頭を抱
える，という経験があるのではないだろうか．本書において
は，微妙に視線の方向や倍率を変えた線画や写真・断面図な
どがふんだんに使用されているため，立体的な構造が非常に
分かりやすい．また，イラスト類は元となる文献があるもの
でも本書の説明に対応するようにきちんと描き直されている
ために，統一性があって情報も簡潔に絞られており，とても
見やすくわかりやすい．

また，骨学の説明に先立つ「総論」の章には，過去の教科
書に見られる用語の定義の微妙な違いについて説明されてお
り，鯨類以外の脊椎動物の骨学について学ぶ人にも，是非一
読を勧めたい．古脊椎動物学の「あるある」であるが，骨格
を構成する骨の種類や個数や形状があまりにも多様性に富ん
でいるため，骨や筋肉などの解剖学的なエレメントの相同性
が確立されていなかったり，同じ構造であっても研究者や文
献によって呼び名が異なったり，という事態はごく普通に起
きる．その好例が，本書でも取り上げられている頭の骨の名

ホラアナグマ物語――ある絶滅動物
の生と死――

書　評

ビョーン・クルテン（著），河村　愛（訳），河
村善也（訳）

インデックス出版，
2015年12月31日発行，192pp．
ISBN-13:�978-4901092913，定価3,000円（税別）

鯨類の骨学

植草康浩・一島啓人・伊藤春香・植田啓一（著）

緑書房，
2019年2月20日発行，151pp．
ISBN�978-4-89531-365-0，定価6,000円（税別）
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称ではなかろうか．頭蓋，頭骨，脳頭蓋，神経頭蓋，顔面頭
蓋，内臓頭蓋，skull，cranium，cranial�bones，facial�bonesな
どの，脊椎動物の頭蓋骨の記載でごく普通に用いられる言葉
の正確な意味は，実は専門教育で用いられる教科書のレベル
でも統一されていない．例えば，下顎骨mandibleという言葉
は，頭蓋やcraniumやskullという言葉に含まれる場合もあれ
ば，含まれない場合もあるのである．この恐るべきカオスは
ある程度勉強すれば嫌でも垣間見ることになるため，学んで
いく過程でこの業界で生きるために必要ないい加減さが経験
的に身についてくるものであろう．しかし，とにかく基礎的
な専門用語を頭に叩き込むことに懸命な段階においては，真
面目で几帳面な初学者であればあるほどこの混乱は苦痛でし
かないと思われる．専門用語は何らかの教科書に基づいて体
系立てて学ぶしかないが，定義にばらつきがあることを知る
だけでも，随分と気が楽になるのではないかと思う．

それから，同じ「総論」の章に個々の骨や構造（突起や穴
など）の日本語・ラテン語・英語の名称の一覧表が含まれて
いることも，解剖学や鯨類について学ぶ初学者には非常にあ
りがたいのではないだろうか．英語の論文であっても，骨や
筋肉などの名称はラテン語で記述されていることもままある
が，英語の名称はラテン語のオリジナルから派生した言葉で
あることが多いため，どちらの言語でラベルがついていても
大部分は理解できる．しかし初学者として学ぶ段階であれば，
特に馴染みのないラテン語の名称はとっつきにくいものでは
ないだろうか．ラテン語の辞書を引かずとも「あの本を見れ
ば和訳と英訳がわかる」という一冊を持つことは，勉強を効
率よく進める助けになることであろう．ごく僅かなスペルミ
スや単数形・複数形の混在などが散見されることが玉に瑕で
あるものの，本書の有用性を損ねるものではない．

それにしても，鯨類以外の脊椎動物を主に研究する者とし
て本書を読んでみて際立っていると感じたのが，鯨類の頭の
骨の特異さである．鯨類の頭の骨はとても特殊であるために
他の動物とは容易に区別できるが，鼻の穴が後方にずれて眼
窩が口の真後ろに位置している種類が多く，人間のしゃれこ
うべのようには目鼻の位置が簡単にはわからない．また，マ
イルカなどの典型的なハクジラでは左右非対称で耳周りの骨
が独立しており，ヒゲクジラでは個々の骨の結合が緩くて隙
間だらけで上顎にも下顎にも歯がない．こうした特徴は脊椎
動物学の一般的な教科書でも説明されていて，博物館などに
展示されている骨格標本を何となく眺めてみてもわかること
ではあるが，構成する個々の骨の形状を一つ一つ丁寧に解説
されてみると圧倒される．脊椎動物の頭は，脳という重要機
関を守りながら呼吸や摂餌や感覚などの重要な機能を担って
いる．もちろん鯨類の祖先でも頭は既に大事な脳を守って
様々な機能を果たす複雑な構造であったはずなので，それが
これほどの変化に耐えてきたということに，改めて感心して
しまった．なお，本書で発声に関わる構造について説明した
短い一章を読むと，上記のようなハクジラの頭の骨の独特な
形状が筋肉や神経などと見事にコーディネートして，エコー
ロケーションを可能にしていることが分かる．また，ハクジ
ラの大きな舌骨が吸引摂餌（口腔容積を急激に増大すること
で陰圧を生じて餌を吸引する）に有利に働くメカニズムも，
頭の骨についての章のコラムで紹介されている．こうした情
報は，軟組織の比較解剖学や機能形態学を研究する読者にも
興味を持たれることだろう．ちなみにハクジラ達は鼻から声
を出して顎で聞くという，喉と耳介を使う我々人間から見る
と何とも変わった仕組みを持つことをご存じだろうか．同じ
哺乳類でも音の発信・受信に関わる構造や方法にこれだけの
違いがあるということが示されると，生物が持つ形態進化の
途方もない可能性に驚くばかりである．

このように素晴らしい本書であるが，古生物学を専攻する

一読者として敢えて気になった点を挙げるとすれば，進化に
ついての情報が限られていることが残念であった．現生の鯨
類の骨格は標準的・祖先的な哺乳類のそれとは大きく逸脱し
ており，現生の鯨類とは一見似ても似つかない陸生の動物か
ら水生適応を遂げていった過程は，古脊椎動物の進化史にお
いても指折りの劇的なイベントである．わずか8ページの「進
化」の章では代表的な化石種が取り上げられていて主要な変化
に言及されてはいるものの，骨学的な説明は文章によるもの
が中心であり，図や写真が全身骨格や頭の骨や歯の写真に限
られていることもあって，水生適応に伴う四肢や肢帯や脊柱
に見られる形態の変化が捉えにくいのである．また，系統進
化や年代についての情報も非常に限られている．段階的な変
化を示す重要な化石の大部分が外国にあるという明らかな限
界があり，古生物学ではなくて骨学の本であることや，ペー
ジ数や値段などの実用性の観点から，もしかしたらコンパク
トにまとめざるを得なかったのかもしれない．しかし本邦で
も数多くの鯨類の化石が見つかり，本書がそうした化石の研
究や展示に係る多くの人に活用されるであろうことを考える
と，少々物足りない印象を持った．

しかし，興味の対象が化石の鯨類の形態進化であっても，ま
ずは現生の鯨類の骨学についての知識を持つことが大前提で
あることは論を待たない．現生でも化石でも，クジラやイル
カについて勉強したい人には必携の書となるであろうし，そ
れ以外の脊椎動物の骨学を学ぶ人にも一度は手に取ってほし
い一冊である．

なお，本稿の執筆にあたっては，藤原慎一氏の査読を通じ
て大変有用なご助言を頂戴した．ここに付記してお礼申し上
げたい．

� 佐藤たまき

2019年11月18日から19日まで第1回アジア古生物会議
が中国の北京にあるChina�Hall�of�Science�and�Technology

（CHST，中国科技会堂賓館）で開催された．日本古生物学会
は，2018年3月20日に真鍋　真会員（当時会長）と大路樹生会
員が南京に出向き，中国古生物学会と連携協定（5年間，自動
更新）を締結した．本協定では，巡検，職員の研修，企画展な
どを日中共同で開催することを通じて，協力関係を構築するこ
とが目的である．その際，2019年に中国古生物学会が創立90
周年を迎えるため，その記念大会に日本，ロシア，韓国など近
隣諸国からも出席してほしいとの意向を受けていた．その後，
2018年4月15日から20日に，中国古生物学会のRebing�Zhan
教授（中国古生物学会会長，Director�of�Nanjing�Institute�of�
Geology�and�Palaeontology,�CAS�(NIGPAS)），Yongdong�Wang
教授（中国古生物学会副会長，Deputy�Director�of�State�Key�
Lab�of�Palaeobiology�&�Stratigraphy,�NIGPAS），Guoxiang�Li
教授（Director�of�Nanjing�Palaeontological�Museum,�Nanjing,�
NIGPAS）の3人が東京（15〜18日）と名古屋（18〜20日）
を訪問し，今後の協力に関して会合をもった．さらに，2019

第1回アジア古生物学会議北京大会
（The 1st Asian Palaeonttological 
Congress, Beijing）参加報告

学術集会開催・参加報告
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年古生物学会年会（6月21日〜23日，静岡）において，Wang
教授，Li教授，Huawei�Cai博士（中国古生物学会書記長，Vice�
Director�of�Nanjin�Institution�of�Geology�and�Paleontology,�
CAS）の3人が再来日し，今回の北京大会の事前打ち合わせ
を行った．今回の北京大会の会議では，これらの経過を経て，
会議の開催やシンポジウムの運営に協力した．本会議には，
若手会員向けの参加助成を行い，4名の参加があった．

会議の概要
11月17日

11月17日はアイスブレーカーが18時30分より開始された．
日本から到着していた会員が参加した．19時半頃からBusiness�
meeting�of�the�Asian�Paleontological�Association（APA）が開
始された．参加国の説明，ロゴマーク，次回の開催など議論
されたが，参加者が全員参加できなかったため，翌日に再開
することになった．

11月18日
11月18日は9時から，中国古生物学会成立90周年記念大会

が開催された．中国古生物学会会長のZhan�教授が挨拶を行
い，中国科学院をはじめとする4人の要人が挨拶を行った．そ
の後，IPA（International�Paleontological�Association）とICS

（International�Commision�on�Stratigraphy）の会長，各国の代
表（日本，ルーマニア，韓国）が挨拶を行ったが，インドと
イタリアは欠席のため手紙での紹介となった．その後に3冊
の90周年記念出版物が披露された．

10時からは永年名誉会員（Awards�of�Lifetime�Achievement�
Hornor�to�distinguished�palaeontologists�from�China），Zhang�
Mima（魚類化石），Wang�PinXian（海洋地質），Yin�Hongfu

（PT境界），Zhou�Zhiyan（古植物学），Wu�Xinzhi（古人類学），
Zeng�Shouyi（有孔虫），Chen�Xu（筆石化石），Qiu�Zhanxian

（古脊椎動物，哺乳類）の8人（敬称省略）の表彰が行われた．
いずれも80歳を超える中国の古生物研究の功績者に与えら�
れた．

写真撮影の後，Friis�Else�Marie博士（Swedish�Museum�
of�Natural�History），Zhu�Maoyan博士（Nanjin�Institute�of�
Geology�and�Paleontology，China）の2人の招待講演が11時
より開催された．この間にPress�Conferenceが行われ，中国か
ら3人（President，Vice-president，Secretary），Japan，IPA，
ICSの3人の会長，永年名誉会員3人が参加して，報道のイ
ンタビューを行った．新華社通信をはじめとする12社が参加�
した．

14時からは，第一回アジア古生物学会議が開催された（図

1）．開催式があり，中国古生物学会会長の挨拶に続き，日本，
韓国，ロシア，モンゴルの代表が挨拶した．15時から18時
15分まで招待講演が続き，6つの招待講演が行われた．日本
からもChairや講演を行い，重要な貢献を行った．その後は
懇親会となった．

懇親会後，8時30分より再び，昨日のBusiness�meetingが行
われた．Council�Memberとして21ヶ国が現在候補に挙がって
いる．このうち最初のメンバーになっていた代表者の交代があ
ることも報告された．会議は基本的に4年に1回，次回は2023
年に行う予定とする．PresidentはZhan教授，Vice-President
は日本，中国，韓国，ロシアの4人，SecretaryはWang教授
が就任し，事務局は中国が提供する．会長は1期4年で交代す
る．協力国は，中国，日本，韓国，ロシア，マレーシア，イ
ンド，スリランカ，モンゴル，タイ，パキスタン，レバノン
などで，これ以外にもイラン，フィリピン，ベトナム，イン
ドネシアにも呼びかけることにした．Membershipは各国単位
で100USドルが妥当であろうという結論となった．

また，大会中には若手のポスター審査を行うことになり，
遠藤会員を含む5人が選択され，審査して10人程度を選出す
ることにした．IPAのロゴマークはアジア地域の地図が提案
されたが，参加国の関係もあり，さらに検討することになっ
た．今後の開催に関しては，レバノン，韓国など候補が挙げ
られたが，次回の4年後に関しては日本で開催してほしいと
いう強い要請があった．

11月19日
11月19日8時から，以下の各セッションが各コンビナーに

よって開始された．

S1. Early life evolution and Cambrian Fossil Lagerstätten
Xunlai�Yuan�(Nanjing�Inst�Geol�&�Palaeont,�CAS,�China),�
Tatsuo�Oji�(Nagoya�University,�Japan),�Xingliang�Zhang��
(Northwest�University,��China)

S2. Biodiversity and palaeoenvironment in the Paleozoic
Yukio�Isozaki�(Tokyo�University,�Japan),�Prof.�Yuandong�
Zhang�(Nanjing�Inst�Geol�&�Palaeont,�CAS,�China),�Jianbo�
Liu�(Peking�University,�China)

S3. Biodiversity and ecosystem in the Mesozoic and 
Cenozoic
Shin-ichi�Sano�(Toyama�University,�Japan),�Kazuyoshi�Moriya�
(Waseda�University,�Japan),�Dong�Reng�(Capital�Normal�
University,�Beijing,�China),�Eugenia�Bugdaeva�(Inst�Soil�
Biology,�Far�East�Branch�of�RAS,�Russia)

S4 .Dinosaurs and their evolution
Xu�Xing�(Inst�Vertebrate�Palaeont�Palaeoanthrop,�CAS,�
Beijing,�China),�Yoshitsugu�Kobayashi�(Hokkaido�University,�
Japan),�Huh�Min�(Dinosaur�Research�Center,�Korea),�
Khishigjav�Tsogtbaatar�(Inst�Geology�and�Palaeont,�MAS,�
Mongolia)

S5. Origin and evolution of fossil vertebrates and humans
Tamaki�Sato�(Tokyo�Gakugei�University,�Japan),�Haowen�
Tong�(Inst�Vertebrate�Palaeont�Palaeoanthrop,�CAS,�Beijing,�
China),�Dayong�Jiang�(Peking�University,�China)

S6. Molecular palaeontology and geobiology
Kazuyoshi�Endo�(Tokyo�University,�Japan),�Shucheng�Xie�
(China�University�of�Geosciences,�Wuhan,�China)

S7. Palaeobotany and palynology
Harufumi�Nishida�(Chuo�University,�Japan),�Bainian�Sun�
(Lanzhou�University,�China),�Jun�Wang�(Nanjing�Inst�Geol�
&�Palaeont,�CAS,�China),�Harald�Schneider�(Xishuangbana�
Tropical�Botanical�Garden,�CAS,�China)図1．会場の風景



2020年3月記　事

−�49�−

S8. Micropalaeontology and its practical applications
Noritoshi�Suzuki�(Tohoku�University,�Japan),�Hui�Luo�
(Nanjing�Inst�Geol�&�Palaeont,�CAS,�China)

S9. New technologies and methods in palaeontological 
research
Takao�Ubukata�(Kyoto�University,�Japan),�Zunjun�Yin�
(Nanjing�Inst�Geol�&�Palaeont,�CAS,�China),�Liu�Yu�(Yunnan�
University,�China)

S10. Natural history and palaeontology museums and 
science education
Makoto�Manabe�(National�Museum�of�Nature�＆�Science,�
Japan),�Wang�Yuan�(Inst�Vertebrate�Palaeont�Palaeoanthrop,�
CAS,�Beijing,�China),�Jintasakul�PRATUNG�(NE�Research�
Inst�Petrified�Wood�&�Mineral�Resource,�Thailand),�Qingjin�
Meng�(Beijing�Natural�History�Museum,�China)

日本からも多くの講演がなされた．16時30分からは再び
招待講演が3つ行われた．6時からは閉会式となり，ポスター
賞の受賞も行われ，Qin�Shujian（Peking�University,�China），
Jeon�Juwan（Nanjing�Institute�of�Geology�and�Palaeontology,�
CAS,�China,� from�Republic�of�Korea）， Manitkoon�Sita

（Mahasakakham�University,�Thailand），Li�Lu（Institute�of�
Vertebrate�Paleontology�and�Paleoanthropology,�CAS,�China），
Sun�Wenjun（Nanjing�Institute�of�Geology�and�Palaeontology,�
CAS,�China），Zhang�Xiaoqing（Nanjing�Institute�of�Geology�
and�Palaeontology,�CAS,�China），Badihagh�Mohammad�Taghi

（University�of�Tehran,�Iran）の他，日本からは桑野太輔（千
葉大学）古居晴菜（京都大学），上田裕尋（東京大学）の10
人が受賞した（図2）．

18時からは学生たちのショーが開始され，日本は「どらえ
もん」の歌を披露した．会議中の演出はすばらしく，中国90
周年の歴史を紹介した映像，会議の準備をしてくれた学生た
ちの映像，最後に会議中の映像などが流され，すばらしい会

議となった．
参加した国々は中国，日本，ロシア，タイなど20ヶ国以上

におよび海外の参加者は75名，中国国内から352名が登録さ
れ，直前キャンセルはあるものの300以上の参加者があった

（図3）．この会議は中国においては大きく報道され，webで
も多くの記事をみることができる．日本からも25名の参加が
あり，皆様の御協力に深く感謝している．

� 西　弘嗣

2019年11月18日から19日にかけて第1回アジア古生物学
会議（The�1st�Asian�Paleontological�Congress；以下APC2019）
が，中国，北京のChina�Hall�of�Science�and�Technologyで開
催された．本会では，75件の口頭発表と69件のポスター発表
の計144件の発表に加え，11件の特別講演が行われ，会期の
後には，中国古動物館の見学が企画された．本会には，日本
からの参加者25名を含む，計427名の研究者や大学院生が参
加し，さまざまな分野や国籍の方との議論が行われた．本稿
では，本会の様子を述べるとともに，筆者らが参加したセッ
ションについて紹介する．

学会の概要
初開催となるアジア古生物学会議（APC）は，中国古生

物学会創設90周年を記念し，北京で開催された．本会議は，
中国古生物学会，日本古生物学会，韓国古生物学会が共催
で行い，会期中にアジア古生物学会（Asian�Palaeontological�
Association；APA）が発足した．初日にはオープニングセレ
モニーとプレナリーセッション，2日目には各々のセッション
で口頭発表とポスター発表が行われ，2日目の夕方にはクロー
ジングセッションが行われた．各々のセッションは，中国と
日本の研究者がそれぞれ1人ずつ世話人を務め，S1.�Early�Life�
Evolution�and�Cambrian�Fossil�Lagerstätten，S2.�Biodiversity�
and�Palaeoenvironment�in�the�Palaeozoic，S3.�Biodiversity�and�
Ecosystem�in�the�Mesozoic�and�Cenozoic，S4.�Dinosaurs�and�
Their�Evolution，S5.�Origin�and�Evolution�of�Fossil�Vertebrates�
and�Humans，S6.�Molecular�palaeontology�and�geobiology，
S7.�Palaeobotany�and�Palynology，S8.�Micropalaeontology�
and�its�practical�applications， S9.�New�Technologies�and�
Methods�in�Palaeontological�Research，S10.�Natural�History�
and�Palaeontology�Museums�and�Science�Educationの計10個
のセッションから構成された．さらに，会期中には，アイス
ブレーカーやウェルカムディナーなどのイベントも開催され，

図3．参加者の写真

図2．ポスター賞の表彰

第1回アジア古生物学会議参加報告（2）
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セッション以外でも多くの交流の場が設けられた．

アイスブレーカーおよびウェルカム・ディナー 
「天演之夜」

学会前日である11月17日の夜にはアイスブレーカー，翌
18日の夜にはウェルカム・ディナー「天演之夜」が開催され，
ボランティアスタッフなども含めた学会参加者の多くが参加
した．ウェルカム・ディナーは中国四川省に位置する天演博
物館の主催で開催され，豪奢な中国料理が振舞われた．両日
ともに会場は満員で終始賑やかであり，研究者同士が再会を
喜んだり新たな交友関係を築いたりと交流を深めた（図1）．

記念シンポジウム
APC2019では，中国古生物学会90周年記念シンポジウムや

多数の特別講演が開催された．学会初日の11月19日は，朝
から開会式典や授賞式が行われ，Plenary�Invited�Lecturesお
よび3つのPlenary�Sessionでは幅広い分野に関する研究がわ
かりやすく紹介され，普段あまり馴染みのない研究の最先端
に触れられるという非常に有意義な時間を過ごすことができ
た（図2）．最終日には，すべてのセッションが終わったのち
に閉会式が催された．学生のポスター賞の受賞者10名も発表
され，日本の学生も3名選出された（図3）．そして，特筆す
べきは，この閉会式の後に行われたCultural�entertainment�by�
participantsという，開催国である中国に独特なイベントであ
る．このイベントには日本も参加を求められ，日本人参加者
6名が，中国国内のみならずアジア諸国で人気の高い日本の
国民的アニメである「ドラえもん」の歌を壇上で歌わせてい
ただいた（図4）．このイベントには中国とタイも参加をし，
APC2019が無事終了したことの安堵からか，非常に楽しく盛
り上がった時間となった．

参加セッション
S1. Early Life Evolution and Cambrian Fossil 
Lagerstätten

初期の生命進化をテーマとするこのセッションは9件の口
頭発表と12件のポスター発表で構成された．口頭発表の前半
は5名の研究者が新原生代およびエディアカラ紀の古生物学
的，古環境学的研究に関して発表し，後半は4名が世界有数
のカンブリア紀化石産地である中国の澄江についての研究を
中心とした発表を行った．ポスター発表でも新原生代からカ
ンブリア紀までを対象とした研究についてのポスターが掲示

され，活発な議論が行われていた．カンブリア紀以前の時代
を対象とする研究が盛んに行われ，それらで一つのセッショ
ンを構成できるというのは日本と違い古い時代の地層を有す
る中国ならではだと感じた．

S2. Biodiversity and Palaeoenvironment in the Paleozoic
羽毛恐竜の一大産地である中国ということもあり，本学会

では恐竜の研究発表に力が入れられており，8件の口頭発表
と4件のポスター発表が行われた．モンゴルや中国の恐竜研
究のレビューや恐竜の生態推定を試みた研究などが発表され
た．また，2019年に話題になった北海道産のほぼ完璧なハド
ロサウルス類カムイサウルスの化石に関する発表もなされた．図1．学会2日目のウェルカム・ディナー「天演之夜」の様子

図2．日本古生物学会　西　弘嗣会長の講演

図3．学生ポスター賞授賞式の様子

図4．日本の学生による「ドラえもん」の歌唱
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恐竜の生態に関する研究はどちらもテリジノサウルス類とい
う前肢に大きな鉤爪を持ち，肉食から植物食に食性を変化さ
せたと考えられる獣脚類恐竜の研究であり，テリジノサウル
ス類が極めて特殊で不思議な恐竜であることも相まって，大
変興味深いものであった．ポスター発表では，タイのコラー
ト層群から産出する多数の脊椎動物化石の発表があり，今後
のタイの恐竜化石の発展が楽しみになるものであった．

S3. Biodiversity and Ecosystem in the Mesozoic and 
Cenozoic

本セッションは，中生代・新生代の生物多様性及び古環境
をテーマとしており，11件の口頭発表と10件のポスター発表
で構成された．日本からの参加者による二枚貝を用いた多種
多様な研究発表に加え，琥珀を用いた研究や微化石および生
痕化石など様々な角度から紐解かれる中生代・新生代の生物
相や古環境に，多くの意見が交わされた．

S8. Micropaleontology and its practical applications
本セッションでは，放散虫や有孔虫といった微化石を用い

た研究について，4件の口頭発表とポスター発表が行われた．
口頭発表では，放散虫や有孔虫の研究が中心に発表が行われ，
中国と日本における微化石研究の貢献や発展についての議論
が活発に行われた．また，ポスター発表では，有孔虫や石灰
質ナノ化石の生層序に加え，有孔虫の同位体比の測定や現生
放散虫の蛍光パターンによる分類などに関する議論が行われ
た．本セッションでは，年代に囚われず，微化石を用いたさ
まざまな研究について広く取り上げられていた．また，中国
をはじめとしたアジア諸国では，日本と比較して中生代より
古い地層が多く分布していることもあり，本セッション以外
でも放散虫などを用いた議論が活発に行われていた．

周辺施設の訪問
北京市内には多くの博物館や動物園といった研究・観光

施設がある．中でも中国科学院古脊椎動物与古人類研究所
（Institute�Vertebrate�Paleontology�and�Paleoanthropology；
IVPP）に併設されている中国古動物館（Paleozoological�
Museum�of�China）は中国から産出する素晴らしい古脊椎動
物の化石を展示している博物館である．本学会では，閉会の
次の日，11月20日に希望者でこの中国古動物館を訪問する企
画があった．しかし，残念ながら筆者は20日に中国古動物館
の本体とも言えるIVPPに訪問する予定があったので，学会
期間中に個人的に訪問した．

学生料金だと10人民元であるが，残念ながら大学院生は含
まれないため，一般料金20人民元を払い中に入る．館内は3
階建てで1階が基盤的な脊椎動物，2階が爬虫類，3階が哺乳
類という構成になっている．そして，中央の吹き抜けには数
体の大きな恐竜のレプリカが組み立てられている．中国の脊
椎動物化石というとやはり澄江動物群の初期脊椎動物化石や
熱河動物群の羽毛恐竜化石が有名であり，これらの化石が数
多く展示されていた．さらに，中国各地から集められた所謂

“甲冑魚”や皮膚印象の残るサンショウウオ，翼竜の化石か
ら大きなステゴドンの化石まで多種多様な標本が展示されて
おり，古脊椎動物の教科書のように進化を辿ることができる．
これらの展示物のほとんどが中国国内で採集された物であり，
中国の広さとその産出化石の素晴らしさを実感することがで
きる．また，一部の標本にはその標本を用いて研究した論文
がラベルに記されており，さらに詳しく知りたい時に参照可
能となっていた．施設自体は大きいわけでもないため1時間
少しで十分に堪能できるが，展示されている標本の多くが極
めて貴重で古脊椎動物に限らず，化石に携わる方にはぜひオ

ススメしたい展示内容となっていた．

おわりに
初開催であったAPC2019は，大きな問題もなく無事にす

べてのセッションを終えた．筆者らの中には，初めて国際学
会に参加した者もいたが，それぞれが多くのことを学び，有
意義な時間を過ごすことができた．近年，中国ではテクノロ
ジーの発展が進んでおり，最先端の技術を用いたさまざまな
研究が行われている．APC2019では，こうした研究の成果も
発表されており，多くの知見を得ることができた．本大会で
は，開催国である中国の方々に盛大に歓迎していただき，大
会成功のためにご尽力いただいた．次回のAPCは，2024年に
日本で開催される予定とのことであり，日本が最大限の“お
もてなし”をしたいと思う．

謝　辞
本大会に参加するにあたり，中国古生物学会をはじめとし

た運営の方々には，サイエンスセッションだけでなく，さま
ざまな歓迎イベントや特別講演を企画していただいた．また，
開催国である中国のボランティアの方々には，会場内でのサ
ポートをしていただいた．さらに，筆者らの本大会への参加
費，渡航費の大部分は日本古生物学会からのご支援を受けた．
以上の方々にこの場を借りて厚く御礼申し上げたい．

� 桑野太輔，上田裕尋，古居晴菜，大澤果那

日時：2020年2月6日（木）13:30〜17:35
場所：東京大学駒場キャンパス16号館126号室
出席：西会長，遠藤，平山，ジェンキンズ，北村，甲能，前

田，間嶋，守屋，中島，佐々木，佐藤，髙桒，對比地，
生形，矢部

欠席：上松（→ジェンキンズ），安藤（→平山），小林（→髙
桒），小松（→對比地），近藤（→前田），真鍋（→甲
能），奈良（→中島），大路（→遠藤），重田（→矢部）

書記：黒柳，椎野
事務局：吉崎

報告事項
常務委員会報告（守屋）

庶務（守屋）
1．友の会担当常務委員を矢部　淳君に決定した．
2．中国古生物学会（PSC）からDrs.�Yongdong�Wang（PSC

副会長），Guo-Xiang�Li（南京古生物博物館館長），Huawei�
Cai（PSC庶務）が，静岡年会参加のために来日され，本会
と中国古生物学会との協力体制について意見交換した．

3．日本著作権教育研究会より，TPPSJNSのTashiro（1972）
のサイバーカレッジ（横浜国立大学過去問）への掲載依頼
があり，これを許可した．

日本古生物学会（2019・2020年度）
第2回定例評議員会議事要録

学会記事
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4．早稲田大学にて庶務の引継ぎを行った．
5．京都大学附属図書館より，「化石」の高井ほか（2018）の

機関レポジトリへの掲載依頼があり，これを許可した．
6．地学オリンピック日本委員会事務局より，協賛の可否に

ついて問い合わせがあり，2019年度も協賛する旨，回答し
た．

7．深田地質研究所より，深田研一般公開2019への後援依頼
があり，これを了承した．

8．本会名誉会員の高山俊昭君の逝去があり，学会から弔電と
供花を手配した．

9．博物館レスキュー委員を以下の通り決定した：北村晃寿君
（委員長），芳賀拓真君，池上直樹君，松原尚志君，奈良正
和君，佐々木　理君．

10．2019年第1回アジア古生物学会議北京大会（APC�2019）
への若手会員参加助成について，4名から応募があり，4名

（古居春菜君，桑野太輔君，大澤果那君，上田裕尋君）を選
出した．航空運賃に加え，参加料として23,000円を支給す
ることとした．

11．9月9日に上陸した台風15号の被害状況について報告が
あり，会員係が会員へのメールを通して情報収集をするこ
ととした．また，被災者の支援として，令和2年度年会費
を免除するための緊急予算20万円を用意することとした．
会費等減免措置の対象者は，2019年8月31日までに入会済
みの会員とする．

12．新潟大学より新潟大学旭町学術資料展示館サテライト企
画展示「アンモナイト展」の報告があった．

13．日本地質学会から「GSSPシンポジウム〜国際層序の意
味と意義〜」の共催依頼があり，承諾書を発送した．

14．猪郷久義元会長が逝去され，学会から供花を手配し，西
会長が告別式で弔辞を捧げた．

15．令和元年台風19号及び前線による大雨による被災者の支
援として，令和2年度年会費を免除することとした．会費
等免除措置の対象者は，2019年9月30日までに入会済みの
会員とし，予算については，2019・2020年度第2回常務委
員会で決定した，台風15号の被害状況および被災者のため
の会費等免除措置のための緊急予算20万円を充てることと
した．

行事（遠藤）
1．2019年年会（静岡大学）は一般会員136名，一般非会員

28名，学生会員28名，学生非会員59名，友の会会員50名
が参加，収入計1,557,000円（参加費1,295,000円，予稿集
販売2,000円，学会開催支援260,000円）となり，支出計
628,369円，学会への返納額は1,179,486円となった．

2．第169回例会を東京大学駒場キャンパスで，2020年年会・
総会を岡山理科大学でそれぞれ開催予定．

3．新型コロナウィルス流行の影響で，第169回例会のシンポ
ジウムで講演予定であったXingliang�Zhang氏と一般講演で
講演予定であったMuhammad�Kamran氏の講演がキャンセ
ルとなった．

国際交流（遠藤）
1．2019年11月17日〜19日に第1回アジア古生物学会議
（APC�2019）（中国・北京）が開催された．

2．JpGU-AGU�Joint�Meeting�2020の本会に関連する学協会
セッションにおいて，中国古生物学会から共同コンビーナ
を登録してもらうよう要請した．

3．2019年第1回アジア古生物学会議（APC�2019）参加報告
を，国際学会参加報告として化石に掲載する予定．第2回
アジア古生物学会議は4年後の2023年に開催される見込み．

4．JpGU-AGU�Joint�Meeting�2020において，中国古生物学会
員の参加を呼びかける予定．

5．第6回国際古生物会議（IPC）がタイで開催される予定で

ある．
企画・広報（ジェンキンズ）
1．化石の日関連事業として実施したクラウドファンディング

について，2,409,000円の支援を獲得することができた．成
果物として，Nipponites mirabilisの3Dデータを学会HPで
公開中．2020年10月15日（化石の日）に本企画の発展形
としてニッポニテス以外の異常巻きアンモナイトも含めた
サイト構築を実施していく予定である．

2．クラウドファンディングのリターン品の製作が遅れ，支援
者への発送が約1か月遅れた．2020年2月8日時点で未発送
の返礼品であるネクタイピン・ピンバッジについては3月
に完成予定で，完成後速やかに発送する．

3．学会Twitter上で行った化石友の会の企画「おかしな形の
放散虫」フォトコンテストに54作品の応募があり，9作品
を最優秀賞に選定した．

4．2019年10月6日の深田研一般公開において，古生物学者
によるリレートーク「古生物学者になりたい！」を実施し
た（講演者：泉　賢太郎君，ジェンキンズ�ロバート君，木
村由莉君，宮田真也君，中島　礼君，奥村よほ子君，矢部　
淳君）．現地で学会ブースを設置し化石友の会の案内等を
行った．

5．10月15日の「化石の日」にあわせて，9月〜11月の間に
各地の研究機関等により約40の企画が実施された．

6．学会HPにフォーム機能を実装した．次回の年会・総会（岡
山理科大）から要旨申込フォームの運用を開始する予定．�

化石友の会（矢部）
1．2019年の新規入会者は74名，退会者は74名で会員数は

341名である．
2．2019年年会（静岡大学）で化石友の会会員向けイベント

として，ふじのくに地球環境史ミュージアムにおいてバッ
クヤードツアーを開催した．参加者は25名であった．

3．第169回例会では東京大学総合研究博物館のサテライト
ミュージアム，インターメディアテクでの展示解説を実施
する予定である．専用フォームを利用して参加者の募集を
行い，34名の応募があった．

4．岡山理科大での年会開催時の友の会向けイベントについて
は，現在同大学と協議中である．

会員の入退会及び会費割引の報告（對比地）
1．前回の評議員会（2019年6月20日）以降，入会25名（吉

永亘希君，向井一勝君，三藤仁以那君，清水　桜君，中津
未結君，朝永悠斗君，土屋祐貴君，高田　淳君，川野睦月
君，近藤皓也君，福永しおり君，上田裕尋君，海野　奏君，
多田誠之郎君，徳丸紗耶夏君，梶並　魁君，脇水徳之君，
河野秀晴君，鳥飼嘉泉君，鈴木敬介君，村松拓実君，大森　
光君，広田明彦君，加瀬結希子君，中村千佳子君），退会8
名（宮田雄一郎君，平本　潤君，長塚元規君，瓜生　梓君，
由井誠二君，惣路紀通君，宇佐美和子君，下山正一君），逝
去3名（高橋昭紀君，高山俊昭君，猪郷久義元会長）があっ
た．2020年2月6日現在の会員数は1,049名．前回評議員会
時比＋14名．

2．前回の評議員会（2019年6月20日）以降，20件の2019年
度からの学生会員割引申請（吉永亘希君，向井一勝君，三藤
仁以那君，清水　桜君，中津未結君，朝永悠斗君，土屋祐
貴君，近藤皓也君，福永しおり君，上田裕尋君，海野　奏
君，多田誠之郎君，梶並　魁君，脇水徳之君，河野秀晴君，
鈴木敬介君，村松拓実君，加瀬結希子君，大森　光君，中
村千佳子君），を承認した．

3．5名の会員（浅海竜司君，安藤達郎君，岩谷北斗君，佐川
拓也君，高柳栄子君）の会員種別を普通会員から特別会員
へ変更した．
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編集状況報告
欧文誌（佐藤・北村）
1．2019年7月6日に東京学芸大学で引き継ぎを行った．
2．vol.�24,�no.�3は，Language�EditorがMartin�Janal氏から

David�L.�Meyer氏に交代することに伴い，Language�Editor�
2名体制で作業を行う．

3．出版編集状況
•vol.�23,�no.�3 を 2019 年 7 月 2 日付けで，vol.�23,�no.�4
（InterRad特集第一号）を2019年10月1日付けで，vol.�
24,�no.�1を2020年1月1日付けでそれぞれ出版した．vol.�
24,�no.�2（InterRad特集第二号）は2020年4月1日付で
出版予定．

•2020年2月1日現在のPR編集状況は，印刷中6編，受理
14編，決済待3件，修正中10件，査読中11件，受付2件，
却下5件，取下げ3件．vol.�24，no.�4までの原稿が確保
されている．

化石（上松：代理守屋）
1．2019年7月9日に筑波大学で編集業務の引き継ぎを行った．
2．106号（特集：魚類化石研究の現状と可能性2/2）を2019

年9月30日付けで出版した．
3．出版編集状況

•107号は2020年3月に出版予定．口絵1編，総説1編，論
説1編，書評2編，学術集会参加報告2編，追悼文3件を
掲載予定．

•その他，特集号1編，論説3編，解説1編，書評1編が編
集中．特集号1件，総説2編が依頼済み．

•108号と109号の編集については，編集委員の佐藤慎一君
に編集委員長代理を依頼予定．

特別号・PR Supplement（重田：代理守屋）
1．2020年2月8日時点で，特別号およびPR補遺号への出版

申込みや投稿はない．

会計報告（中島）
1．予算執行状況（平成31年4月1日〜令和1年12月31日）の

中間報告があった．

連合・学術会議報告
地球惑星科学連合（西）
1．2020年度代議員選挙が終了し，本会から，遠藤一佳君，池

原　実君，ジェンキンズ�ロバート君，川幡穂高君，西　弘
嗣君，岡崎裕典君，豊福高志君が選出された．

2．2020年度の地球生命科学セクションプレジデントとして
遠藤一佳君が選出された．

3．JpGU-AGU�Joint�Meeting�2020は，2020年5月24日から
5月28日まで幕張メッセにて開催される．

4．JpGU-AGU�Joint�Meeting�2020のセッションが決定さ
れた．本会提案の学協会セッションは「Biotic�History」，

「Biomineralization�and�Geochemistry�of�Proxies」，「顕生代
の生物多様化：放散と絶滅」，「古気候・古海洋変動」，「遠
洋域の進化」，「泥火山×化学合成生態系」，「地球科学とし
ての海洋プラスチック」の7件．

5．現在，理事候補者選挙の投票期間中である（投票期間2020
年1月29日〜2月10日）．

日本学術会議（西）
1．千葉セクションが国際境界模式層断面とポイントとして

認定され，中部更新統の正式名称がチバニアン階に決まっ
た．

自然史学会連合（佐藤）
1．2019年12月21日（土）に2019年度自然史学会連合総会が

開催され，次期連合代表に大路樹生君が再任された．
2．2018年度の決算案および2020年度の事業案・予算案が承

認された．
3．2020年12月に北九州市立いのちのたび博物館で連合の講

演会が予定されている．
4．2019年12月21日現在，38学協会が加盟．
分類学会連合（西・佐々木）
1．2020年1月11日に日本分類学会連合公開シンポジウム「分

類学者の研究フィールド最前線」（於国立科学博物館）が開
催され，椎野勇太君が講演を行なった．

2．2020年1月11日に日本分類学会連合第19回総会（於国
立科学博物館上野本館講堂）が開かれ，塚越　哲君が次期

（2020‒2021年度）役員代表に選出された．
3．大学推薦による国費外国人留学生制度のあり方について，

加盟団体から意見募集を行う予定であるとの報告があった．
4．2020年1月11日現在，25学協会が加盟．

各種委員会報告
賞の委員会（西）
1．2019年第1回アジア古生物学会議北京大会（APC�2019）

への若手会員参加助成について，4名から応募があり，4名
（古居春菜君，桑野太輔君，大澤果那君，上田裕尋君）を選
出した．

2．学術賞，論文賞，貢献賞に対し，評議員25名中15名から
推薦があり，11名の学術賞候補者，8編の論文賞候補論文
の推薦を受付けた．貢献賞の推薦は0件だった．2019年12
月27日に賞の委員会を開催し，学術賞に2名，論文賞に2
編を推薦することとした．

将来計画委員会（守屋）
1．委員を以下の通り決定した：守屋和佳君（委員長），藤田

和彦君，藤原慎一君，ジェンキンズ�ロバート君，齋藤めぐ
み君，佐藤たまき君，矢部　淳君，吉田勝彦君．

2．今期の委員会では，現在の学会の状況を取りまとめた白書
の作成と，白書に基づいた10年後までの行動計画案策定に
取り組む予定．

その他
第1回アジア古生物学会議北京大会参加報告（西）
1．2019年11月17日〜19日に第1回アジア古生物学会議（於

北京，China�Hall�of�Science�and�Technology）が開催され
た．

2．参加国は中国，日本，ロシア，タイなど20ヶ国以上にお
よび，海外からの参加者は75名，中国国内から352名の参
加登録があり，日本からも25名が参加した．

3．運営会議において，以下のことが確認された．
（1）アジア古生物学会議を4年に1度開催し，次回は2023

年に開催する．
（2）会長にZhan�Renbin氏（Nanjing�Institute�of�Geology�

and�Palaeontology）を選出し，副会長は日本，中国，韓
国，ロシアから各1名ずつ選出する．

（3）会長の任期は1期4年とする．
（4）庶務にWang�Yongdong氏（Nanjing�Institute�of�Geology�

and�Palaeontology）を選出する．
4．古居晴菜君，桑野太輔君，上田裕尋君がポスター賞を受賞

した．
事務局報告（吉崎）
1．（株）マイムへクラウドファンディングの返礼品（アクリル

キーホルダ）代を支払った（42,000円）．
2．（株）ユタカへクラウドファンディングの返礼品（タオル）

代を支払った（39,500円）．
3．（株）グラフィックへクラウドファンディングの返礼品（サー

モボトル）代を支払った（33,940円）．
4．銀杏企画ⅡへPR24-1の発送を依頼した．
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5．Janal氏へPRの編集費（PR24-2・3）を支払った（2,000
ドル〈218,240円〉）．

6．グッドリバーサービスへごみ処理費を支払った（5,500円）．
7．（株）コーナープリントへクラウドファンディングの返礼品
（Tシャツ）代を支払った（4,400円）．

8．銀杏企画ⅡへPR24-1の発送費用を支払った（委託料：
12,177円，国内送料70,994，海外送料36,550円）．

9．レタープレスへPR24-1の印刷費を支払った（1,180部，
605,883円）．

10．本郷税務署へ2019年度分給与所得源泉徴収票等の法定調
書を提出した．

11．（株）アルファ企画へクラウドファンディングのAR登録
業務代を支払った（297,000円）．

12．（株）ソウユウへクラウドファンディングの返礼品（ネク
タイピン他）代を支払った（80,850円）．

審議事項
学術賞，論文賞の決定

学術賞，論文賞を下記のように決定した．なお，推薦文に
ついては賞の委員会と評議員で精査し，最終案を作成するこ
ととした．

•学術賞
藤田和彦君「大型有孔虫の生態学的・古環境学的研究」
籔本美孝君「現生および化石魚類の分類学的研究」

•論文賞
Maekawa,�T.,�Komatsu,�T.�and�Koike,�T.�2018:�Early�

Triassic�conodonts�from�the�Tahogawa�Member�of�the�
Taho�Formation,�Ehime�Prefecture,�Southwest�Japan.�
Paleontological Research,�vol.�22�(Supplement),�p.�1‒62.

Yamada,�T.,�Legrand,�J.�and�Nishida,�H.�2018:�Late�Early�
Cretaceous�(Albian)�Sasayama�Flora�from�the�Sasayama�
Group�in�Hyogo�Prefecture,�Japan.�Paleontological 
Research,�vol.�22,�p.�112‒128.

第169回例会（東大駒場）におけるシンポジウムのプログラ
ム変更について

第169回例会（東大駒場）におけるシンポジウムのプログ
ラムの変更を承認した．
2020年年会・総会（岡山理科大）のシンポジウム案につい
て

2020年年会・総会（岡山理科大学）のシンポジウム案「モ
ンゴル恐竜研究最前線―高精度年代層序の確立と白亜紀化石
動物相の解明をめざして」（コンビナー：石垣　忍・實吉玄
貴，2020年6月26日（金）13:00‒16:35：於岡山理科大学C1号
館8階理大ホール）を承認した．
2020年年会・総会（岡山理科大）の開催資金援助申請につ
いて

2020年年会・総会（岡山理科大学）の予算案について審議
し，開催実行委員会からの開催資金援助申請（274,400円：内
訳は人件費208,000円，看板代20,000円，茶菓子代20,000円，
非会員演者の宿泊費26,400円）を承認した．
第170回例会開催地について

第170回例会を2021年1月29日（金）〜31日（日）に横浜国
立大学で開催することを承認した．
長期会費滞納者の処分について

長期会費滞納者について，3月中旬までに入金がない場合
は会員係の判断によって除籍とすることを確認した．
PRのLanguage Editorの交代について

Paleontological�Researchの現Language�Editor（LE）であ
るMartin�Janal氏から次期LEのDavid�L.�Meyer氏（Professor�
Emeritus,�University�of�Cincinnati）への引き継ぎ手続きにつ

いて確認し，David�L.�Meyer氏との契約内容を承認した．具
体的には，Paleontological�ResearchのLanguage�editingにつ
いては，1号につき$1,000とし，補遺等の不定期刊行物につ
いては別途協議することとした．
古典的な論文引用マニュアルの作成業務依頼について

Martin�Janal氏から申し出のあった古典的な論文の引用マ
ニュアル作成について検討し，$950（supplement１冊分）で
依頼することを承認した．また，マニュアル作成に伴う事前
の情報調査業務等に対して，2020年度に調査費として10万円
を支払うこととした．
中国古生物学会会員の例会・年会における講演資格について

本会と中国古生物学会の覚書に基づき，中国古生物学会会
員に対し年会・例会での講演資格を与え，学会参加時には普
通会員と同等の扱いとすることを承認した．また，中国古生
物学会との間で，本会会員が中国古生物学会での講演資格を
得られるよう協議することとした．
韓国との二国間協定について

本会と韓国古生物学会との間で二国間協定を結ぶための協
議を開始することを承認した．
第2回アジア古生物学会議の開催について

2023年開催予定の第2回アジア古生物学会議を招致するこ
ととした．また，招致に際し，実行委員会を設置することと
した．
丸善出版からの「古生物学の百科事典」の出版提案について

丸善出版からの「古生物学の百科事典」の出版提案につい
て検討し，現在の編集状況について確認した．
ポスター賞選考委員の選出について

第169回例会のポスター賞選考委員に，矢部　淳君（委員
長），北村晃寿君，大路樹生君，髙桒祐司君，小林快次君を選
出したが，小林君が例会不参加であることが判明したために，
次点の生形貴男君が選考委員を務めることになった．
次回定例評議員会の日程について

次回定例評議員会を2020年6月25日（木）午後13：30〜に
岡山理科大学A1号館106室（プレゼンテーションルーム）に
て開催する．

日本古生物学会第169回例会 
（2020年2月　東京大学駒場キャンパス）

優秀ポスター賞
◦三上智之・井上新哉・望月　直・岩崎　渉

アンモノイド縫合線の数理生物学的研究

◦脇水徳之・對比地孝亘
現生主竜類における三叉神経系の形態比較と頭骨吻部形態
の進化史に関する考察

高校生ポスター賞
優秀賞
◦高橋恒佑（茗渓学園高等学校）

小野川河床の下総層群貝化石密集層の有孔虫化石について

受賞ポスター



2020年3月記　事

−�55�−

◦横堀朝香・三田　鈴・中村真綾（群馬県立太田女子高等学校）
茨城県美浦村馬掛の下総層群から産出したクモヒトデ骨片
化石と介形虫化石

奨励賞（順不同）
◦阿部和弥・岡田優寿希・笠井愛美・金子なつみ・中山　翔・

三角和歌子（埼玉県立伊奈学園総合高等学校）
オルビトリナ化石による山中白亜系石堂層の年代再検討

◦高橋慶多（立命館慶祥高等学校）
螺環関数――アンモナイト類の体系的同定法――

図1．優秀ポスター賞受賞者：左から三上智之君・西会長・脇水徳
之君

図2．三上智之君・井上新哉君・望月　直君・岩崎　渉君のポス
ター

問題点
▪血管神経孔や血管神経管の形態比較には、骨からの形態情報だけでなく、
内包していた軟組織（血管・神経）を復元する必要がある

(e.g., Witmer, 1995; Porter & Witmer, 2019)

▪しかしながら、軟組織の祖先形質や化石種における状態の復元に必要な
現生主竜類の頭骨内部を走行する神経経路の記載例は非常に限られている

(e.g., Abdel-Kader, 2000; Holliday et al., 2013; Porter, 2015; Porter & Witmer, 2019)

本研究の目的
1）現生主竜類の吻部に卓越する三叉神経の頭骨内部における経路の記載
2）化石種を含めた分類群での三叉神経経路に関する頭骨形質の比較を行う

本研究の概要
▪主竜類の吻部にみられる形態の多様性には、食性や採餌行動、
体温調節機構などの生態学的機能が関連しているとされる

(e.g.,  Zusi, 1993; Zweers et al., 1994; Rayfield, 2007; McCurry et al., 2017; Bestwick et al., 2018)

▪一方で、吻部形態の特殊化に関わる進化プロセスの理解は不十分
▪近年では、化石種の骨の表面や内部に保存された軟組織の形質が注目され、
血管神経孔や血管神経管の形態比較によるアプローチが増加

(e.g., Benoit et al., 2016; Barker et al., 2017; Cau et all., 2017; Wang et al., 2018)

▪吻部形態の進化史の解明や、化石種の外皮構造や感覚機能の復元が期待される

現生主竜類における三叉神経系の形態比較と
頭骨吻部形態の進化史に関する考察

脇水徳之1（n0ri.wakimizu@eps.s.u-tokyo.ac.jp）・對比地孝亘1, 2

1. 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 2. 国立科学博物館地学研究部生命進化史研究グループ

日本古生物学会 第169回 例会
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▪現生主竜類 13種（ワニ類 2種、鳥類 11種）と、外群の有鱗類 2種を使用
▪ルゴール液を用いた非破壊的軟組織撮影法（DiceCT法）により神経をCTスキャン撮影

(e.g., Mescher, 2009; Gignac & Kley, 2014; Gignac et al., 2016)

CT撮影装置：TESCO TX320-ACTIS（国立科学博物館）
撮影条件：頭骨 0.1 mm width, 145-207 kV, 200 mA、神経 0.05-0.1 mm width, 160-175 kV, 200 mA

▪Amira 6.2.0（FEI）上で頭骨と神経経路を立体構築し、三次元的に神経経路を記載・観察
▪形態形質を抽出し、Mesquite version 3.6を用いて再節約的に各分類群の祖先形質を復元

(e.g., W. Maddison & D. Maddison, 2018)

Comparative morphology of the trigeminal nervous system in extant archosaurs with discussion on the evolutionary history of the rostral region of the skull

研究①現生主竜類の頭骨内部における三叉神経経路の観察
▪CT撮像から以下の立体構築データを作成し、神経経路を記載・観察

結論
▪本研究は、記載が不十分な現生主竜類の頭骨内の三叉神経経路を記載・観察した
▪現生ワニ類の頭骨内の神経経路は極めて保存的であったのに対し、現生鳥類の上顎
では、眼神経と上顎神経の骨内での分布パターンが異なっていた

研究手法

結果・考察 研究②主竜類の分類群間における三叉神経経路の形態比較

▪神経経路と頭骨形態の比較から、主竜類の三叉神経経路の祖先形質状態を推定した
①鳥類に至る系統で、前上顎骨の肥大化し、吻部に卓越する神経が上顎神経から眼神経に変化
②下顎神経の経路は主竜類で極めて保存的で、機能的役割の不変化が考えられる

▪本研究は、主竜類の化石種における神経経路の推定に有用であることが示唆された

吻部形質が特殊化した種
（フラミンゴの頭骨）

化石種の頭骨吻部形態の比較
▪前上顎骨内の血管神経管

→ 眼神経の祖先形質を保存

▪上顎骨内の血管神経管
→ 吻部の特殊化との関連が示唆

▪ワニ類：Alligator mississippiensisの記載ともに頭骨内部の神経経路が極めて保存的
(e.g., Holliday et al., 2013; Gignac & Kley, 2014; Lessner et al., 2019)

▪鳥類：神経経路が下位分類群間・種間で異なる（特にアヒル）
眼窩前洞（antorbital sinus）の周囲に存在する骨の配置との関連性が示唆

(e.g., Zusi & Livezey, 2006; Witmer & Ridgely, 2008)

▪分類群間で共通の神経経路
眼神経・上顎神経
脳頭蓋→ 眼窩（眼球の内側）→ 鼻腔

→ 眼窩（眼球の腹側）→ 眼窩前洞
下顎神経
脳頭蓋→ 下顎後方の血管神経管：極めて保存的
→ 顎の筋肉運動、外皮・口腔での感覚受容などの
機能的役割が変化していない？

▪吻部における三叉神経の分布域
有鱗類・ワニ類
吻部全体に上顎神経が分布
ワニ類のみ吻部先端に眼神経が分布
→ 有鱗類における前上顎骨内の血管経路を支持

(e.g., Porter, 2015; Porter & Witmer, 2019)

鳥類
吻部後端に上顎神経が、吻部全体に眼神経が分布

→ 鳥類の進化過程で吻部の骨と神経の配置が変化

生物種ごとの神経経路の分布パターン

*

*

〇

：神経経路を追えなかった部分
〇：解剖学的観察により神経経路を

補完できた部分

*

〇

〇

〇

〇
〇

〇

*
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研究の背景 小野川河床の貝化石密集層について 研究目的

研究方法 試料採集から分析 結果 群集及び推定される古環境

考察 産出した有孔虫化石からわかる３つの観点について 結論

藻
場

種
群

の
産

出
割

合
(％

)

1. 群集の変化と藻場種群 ２. 日本初産出の可能性のある有孔虫

• 茨城県牛久市(白地図上の赤点)に露出する、離弁で異地
性と考えられる多量の二枚貝化石含む、淘汰の悪い砂や
泥の層。

化石が産出する河床を 60cm 程
掘削し、上位から下位に向けて
10～15cm厚で試 料 No.1～5 と
区分し採集。

試料を 200 メッシ ュのふるい
上で水洗し、有孔虫化石が 200
～300 個体程度が産出するよう
計量。

含まれる有孔虫化石を深度別に
すべて拾い出す。

小野川河床の下総層群貝化石密集層の
有孔虫化石について 高橋恒佑（茗渓学園高等学校）

1. 貝化石密集層から産出する有孔虫化石の分析を行う。

• 石塚(2014)では産出した二枚貝化石から、堆積当時の古
環境は水深30m程の潮間帯下部以深の浅い砂泥底で、貝
化石密集層は嵐などの波浪による波浪堆積物とし、木下
層である可能性も示唆している。

• 合計で1104個体55種の有孔虫化石を得た。
(日本初産出の可能性のある有孔虫を含む）

Elphidium kusiroenseーAmmonia 
ketienziensisーSpirillina vivipara ー
Rosalia vilardeboana ーRosalina 
australis群集

Spirillina vivipara － Elphidium
kusiroense－ Patellina corrugate－
Ammonia ketienziensis群集

• 以下のような二つの群集が見いだされた。

20－30m以浅を上限深度とする有孔虫が多産し、P/T比が小さい → 水深20－30m程度の非常に浅い環境(内部浅海帯)

汽水域に生息するものが少なく、産出種の多様性が大きい。また、浅海種でありながら内湾相を好まず、塩分濃度の
高い外洋に分布する有孔虫が多産する → 湾口部

暖流系の有孔虫や、混合水域の代表種などが産出し、塩分濃度は34～34.3‰付近
→ 暖流の影響が大きい混合水域の内湾域で平均的な塩分濃度

• 宇野沢ほか(1988)によるとこの貝化石密集層は下総層群
の上岩橋層に対比されている。

調査区間の上部と下部で群集の変化をもたらした要因は何か

藻場に生息する有孔虫のうち上部と下部で変化の大きい付着可
動生活者であり、全体で最も多く産出した(全体の20％以上)。
多産することが非常に珍しい有孔虫であり、下総層群に限らず
日本においてSpirillina vivipara群集は報告されていない。
個体変異であるか別種であるか不明だが、様々なタイプの個体
が見られた。

Spirillina vivipara
浅い岩礁域藻場の中での環境変化を示している

左：Spirillina vivipara(2タイプ)のSEM写真。ほかに2タイプ産出した。
右：藻場種群を4つのタイプに分け深度別の産出割合を示したグラフ。

No.３からNo.２の間で付着可動生活者の大幅な増加がみられた。

推定される古環境

Colonimilesia obscura McCulloch
主にオーストラリアなどで産出する有
孔虫。殻は非常に小さく壊れやすいが、
腹側の形態が二種類あり個体変異が見
られる。

Lenticulina nigrisepta (Koch)
主にインドネシア等に生息する。ＳＥＭ
写真ではあまりよくわからないが、縫合
線に特徴がある。全体として産出個体数
が少なく、個体変異までわからない。

３. 貝化石密集層が区分される層

• 近隣の木下層と上岩橋層の有孔虫群集と比較した結果、
小野川河床の貝化石密集層は木下層に対比される
可能性が高い。

• 上岩橋層の有孔虫群集を代表するものにPseudononion
japonicumが挙げられるが、小野川河床の貝化石密集層
ではほとんど産出しない。

• Spirillina viviparaやPatellina corrugateなど他の木下層
では産出しないものも多く、木下層でも特殊な環
境であったとみられる。

茨城高等学校教育研究会地学部
(1987)の「茨城の有孔虫(その
1) 底生有孔虫の分類」や論文
等を参考に同定を行う。

小野川河床の貝化石密集層(スケールは15㎝)

3. 小野川河床の貝化石密集層が上岩橋層と木下層のいず
れに対比されるかを明らかにする。

2. 貝化石密集層中の有孔虫化石及びその群集の層序変化
から、地層の形成環境、古環境の変遷の推定を行う。

本研究では次の３つの点を目的とした。

4. 近隣の木下層と上岩橋層の有孔虫群集
と比較したところ、この貝化石密集層
は木下層に対比される可能性が高い。

1. 合計1104個体の有孔虫化石が得られ、
２つの群集を見出した。

2. 堆積環境は混合水域で水深20～30ⅿ以
浅の内部浅海帯の湾口部であり、近傍
に岩礁域の藻場があるということが推
定された。群集の変化は藻場環境内に
起こった変化であると考えられる。

3. S. viviparaを含む群集や、C. obscura、
L. nigriseptaとみられる日本で非常に
珍しい有孔虫化石の産出が見られた。
S. vivipara、C. obscura の二種では、
変異個体と見られる複数のタイプの有
孔虫化石も見つかった。

秋元和實・長谷川四郎(1984)「日本近海における原生底生有孔虫の深度分
布―古水深尺度の確立に向けて―」地質学論集、32：229－240.
石塚創太(2014)「小野川貝化石層の研究」35回生個人課題研究要旨集 7～８.
宇野沢昭・磯部一洋ほか(1988)「筑波研究学園及び周辺地域の環境地質図」
1:25000 特殊地質図 (23－2) 139.
金子ほか(2001)「筑波研究学園都市のボーリングコアから得られた有孔虫化
石」群馬県立自然史博物館研究報告(５) 49－68.
北里洋(1986)「岩礁地生底生有孔虫類の生態」的場保望・加藤道雄編 新生
代底生有孔虫の研究1－12
茨城高等学校教育研究会地学部(1987)「茨城の有孔虫(その1) 底生有孔虫の
分類」地学研究シリーズ第28号.

参考文献

• 産出種は、北里(1986)の岩礁地藻場に生息する種が多かった。
• 北里(1986)は、藻場に生息する有孔虫を葉上生活者・付着可動

生活者・こう着生活者・自由生活者に区分しており、上部と下
部でその比率に変化がみられた。

現在でも藻場近傍の海域で有孔虫の調査が進ん
でおらず、産出要因の詳細はわからない

No.3～No.５(下部)

No.1～No.２(上部)

謝辞
群馬県立自然史博物館の走査型電子顕微鏡(日立ハイテクノロ
ジーズ社TM－1000)の使用についてお世話になった。
東京海洋大学北里洋先生には標本を見ていただいた。
群馬県立太田女子高校金子稔先生には本研究にあたりご指導
いただいた。ここに厚くお礼申し上げる。

代表的な有孔虫化石の深度別産出割合(％)及びＢＦＮ、Ｐ/Ｔ比
＋は産出割合が0.5％以下のものを示す

図3．脇水徳之君・對比地孝亘君のポスター

図4．高橋恒佑君（茗渓学園高等学校）のポスター
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◦小川結葵凪・覺　弥月・佐藤柚希（千葉県立木更津高等学校）
千葉県南西部における約50万年間のアサリの形の違い

◦赤林哲也・坂本龍生・小島陽介・村岡怜真・佐藤慶一・今
村洸成（東京都立科学技術高等学校）
神奈川県三浦半島の貝形虫～Microloxoconcha属の未記
載種の発見、および間隙環境の変遷～

今号から「化石」の編集委員長となりました筑波大学の上
松と申します．編集委員会にも3名の委員が新たに加わり，新
体制で動き出しています．
「化石」は和文誌であり，業績重視の昨今，若い研究者か

らは投稿を控えるような声も聞かれます．しかし和文誌には，
総説や解説での最新手法・研究動向の紹介や解説，地域地質
的な要素を持つ研究成果の公表，これから研究者を志す若手
への情報発信など，和文誌ならではの重要な役割があります．
学術界全体を見渡したとき，それは著者にとっても意義のあ
る成果発信の場となるはずです．編集委員会でもより魅力的
な雑誌を世に送り出せるよう努力して参りますので，今後と
も「化石」をどうぞよろしくお願い致します．

� （上松佐知子）

電子ジャーナル配信中

「化石」創刊号以降のコンテンツを電子ジャーナルとして
配信中です．電子ジャーナルのホームページは以下の通りで
す．

http://www.palaeo-soc-japan.jp/publications/fossil/

学会ウェブページの出版物のページから，各論文へのリンク
が貼られています．どなたでも自由にアクセスやダウンロー
ドが可能です．是非ご活用ください．

電子投稿受け付け中

現在，「化石」では，電子メールの添付書類での投稿を受
け付けておりますので，積極的にご利用ください．詳しくは，

「化石」投稿規定第2条b項をご覧ください．

会員の皆様からの投稿をお持ちしております．

「化石」編集委員長　上松佐知子

図5．横堀朝香君・三田　鈴君・中村真綾君（群馬県立太田女子高
等学校）のポスター

図６．高校生ポスター賞受賞者：前列左から佐藤柚希君・中村真
綾君・横堀朝香君・西会長・金子なつみ君・三角和歌子君・高
橋恒佑君．後列左から覺　弥月君・小川結葵凪君・三田　鈴君・
赤林哲也君・高橋慶多君・中山　翔君．

編集委員会より

「化石」編集部からのお知らせ


